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それぞれ欠損する、 C末端の立体構造形成領域 (CTD) と分裂期リン酸化を受ける塩基性アミノ酸に富む領














した。 B23.lのAcidicdomain-Basic domain-CTDから成る変異体は単量体と 2量体を形成したが、 B23.2型の
同様の変異体は単量体を形成したことから、 B23.lは多量体中で分子関相互作用をしている可能性が示唆さ














本研究は、 RNAとの結合に依存して核小体に局在化し、 rRNAの転写を調節すると考えられる B23に関し
て、そのRNAとの結合機構と転写調節機構について解析している。その結果、 B23はリン酸化型と非リン
酸化型が存在し、非リン酸化型にRNAが結合してrRNAの転写を促進すること、および、この制御が細胞
周期と関連しているを明らかにした点で興味深い研究成果であり、すでに国際専門誌に公表され評価を受け
ている。この研究成果は、細胞増殖機構を理解するうえで重要であると評価できる。
平成23年 12月22日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は博士(医学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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